
　　　　　　　川崎大師バナナ園

　　　　　　　管理者　原　幸江

1 日時・場所

　　グループホーム　川崎大師バナナ園

2 参加者
１名

　　町内会相談役 １名
　　地区民生児童委員 １名

３名

　　入居者様 ７名

１名
　　ご家族代表 １名
　　ご家族様 １名

　　大師バナナ園職員 ５名
　　　　　計　 ２１名

3 議題
[1] 運営推進会議とは。
[2] 活動報告。

入退居者状況、平均年齢、介護度、入居期間等
活動状況と地域との連携（防災）
職員の各種研修受講。

[3] 講演。　
日本とスェーデンのグループホーム制度について。

[４] 主な意見など。
町内会会長ほかより。
　こちらに入っている方は、幸せ。
　夏祭りの際は、こちらのお年寄りのみなさんには特別席を用意します。
　町内会として、できることは何でも云ってください。協力します。
　こちらの行事で必要なときは、とんできます。
　こちらの地図を持って、聴かれることが多い。もっと分りやすい地図を
　渡してあげてください。
　国は、大きい施設ではなく、こちらのように小規模のものをつくるべき。
　他の産業より報酬が低いと聴いている。皆さん、よく頑張っています。
　スェーデンは、高齢化率が日本と同じなのに、自分のお家での暮らしを
　望み、幸せに暮らしている。日本も、そうゆう国を学ぶべき。
家族代表
　うちの母は、幸せ。
　隣のお年寄りが、ひとり暮らしで亡くなって、二日後に発見された。ひ
　とりで苦しんでいても助けられなかった。
　こちらで、皆さんに守られ、安心しています。

5 交流会
入居者様を交えた意見交換等なごやかな交流会でした。

　　　以　上

　　　　　平成２２年第５回【運営推進会議】報告書

　　町内会会長

　　平成22年６月１８日　　13：30　～ 15 : 30

　　地域住民

　　講師


